
臨床工学室

中期目標

1.複数業務を行える体制構築

2.手術室における診療科増に
対応する体制作り

3.知識・技術の習得

4.研修医への医療機器研修を
充実させる

業績指標
（業績評価指標等）

緊急呼び出しや、急な業務の追加など
の対応に備えるため、
スタッフ一人一人が２部署以上に
ローテーション可能な体制を整える

心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科、

形成外科の手術と機器の知識・技術の
習得に努め、それぞれの症例に
2人以上のスペシャリストを育成する

認定資格取得
1人 2資格以上保持・取得を目標

年2回の開催と研修医の受講率100％を
目指す



臨床工学室

より安価で安全な診療材料の見直しを行い、変更する
ことで、経営改善及び医療安全に努めます。

スタッフの知識・技術の向上を目指し、より質の高い医
療を提供します。

新しいシステムによるペーパーレス化並びに詳細かつ
安全な機器の管理に努めます。

継続的に医療機器研修を行い、院内教育に携わること
で医療安全に貢献します。

決 意


